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　底質環境の悪化によって漁場機能の著しく低下してしまった中海の漁場を，再び活性化させるこ

とを目的として平成４年度からスタートした。

　今年度は中海沿岸部の底生動物の分布状況を調査したので報告する。

１．調査方法

　調査地点は図１に示す通り中海，本庄工区および境水道の10点で実施し，Ｓｔ．ｌ～４は毎月，St.

5～10は３ヶ月に１回のサンプリングを行なった。底生生物の採集にはスミス・マッキンタイヤ型

採泥器およびエックマン・バージ採泥器を用いて，0.】�分の採泥を行ない，0.5mmのふるいにかけ

て，残ったものの個体数を調べた。

図１　調査海域
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表１ 中海の底生動物出現個体数（0. 1�当り）

庖点 種類＼月 ４ ５ ６ ７ ８ｊ 10 11 12 １ ２ ３

|多毛類(Polychacta)

-

９ 183 24 25 ５ ６ 35 81

I二枚貝類(Bivalvia)

XR14dil卯es　philiPPinanml(アサリ)

St.1

加,ｇ沿/rに・,1,｡治7（ホトトギスガイ）

その他の二枚貝

腹足類((1astoropoda)
ｉ　　！

甲殻類（Cru由cea） Ｉ １　５ ５ ４
-
溥の他

　 　 　 　 ｜

｜

St.2

多毛類(Polychaela)

-

37 13 301 11 ４ １ 58 83 40

二枚貝類(Bivalvia)

R11dilopes　Ph山Ppinarum(アサリ)

！ ＼　｜

ｉ　　．　‘

λ/,,jc/£i/,79,,/,｡ja（ホトトギスガイ）
｜

その他の二枚貝
１ ｜

｜

１

腹足類(Gasloropoda) １

甲殻類（Cnlslaeea） １ ll　l

その他

多毛類(Po】yehaeta) 453 506 52　9 H9 ６ 24 ７ 83･208 75

二枚貝類(Bival､･ia)

R11dilopes　phi･hPPinarum(アサリ)

　　｜　！

　　I　　I30，43

１

１

１

xfsdisla senhosia（ホトトギスガイ）’ 104　2
｜
！

｜

st.3｢ぷ‾｣ﾐ函iの二枚貝　　　　　　　　　　l‾ 】75】58 ５

腹足類((iastoropoda) 16i

甲殻類（crustaeea） 11 10 １

にiL‾4
｜

ｉ

多毛類（Polyehaela）　　　　　　　　1　　344 85 81 791 88 152 207 73 106

ﾄ三&貝類(Bivalvia)

IRudilapes　Ph山PPinarum(アサリ)

　｜

15　76 78 135 10 334 283 218

訂,,g/治a g,,/,a沁l（ホトトギスガイ）

-

109,169 66 145 190 68 11　8

St.4その他の二枚貝 19 20i 73 73 15 16 18　6

i腹足類((1゛loropod8) ６ 53 285 54 941　9

甲穀類（Crustacea） 了 ３ ８ 58 20 ７ ８

その他 １ ８ ３
｜

＊ －は未調査
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表２　中海の底生動物 lj現 固体数（0.1�当り）

地点 種類／月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２　１３

多毛類（Pol､･chaela）　　　　　　　　I 171 14

一

７ ’33，

ご堡こゴ。,,,,（アサ９）ｊ∧

- 一

･知,ｇ忌詞g,,/,｡j,7（ホトトギスガイ）

一 -St.5 その他の二枚貝 －1　3i－
　-

　｜_
一

　｜
腹足類(Gastoropoda) □
甲殻類（Crustacea）

その他
多毛類(Po1､･ehaela) 目101 60 283 ｉ 221

二枚貝類（Bival､･ia）　　　　　　　　　　l

D.,ぶ,＿､.。.､1.jjz.､.､j..｡.｡,…rマーH･11｀1　　1　　　1Q1

　１

１１

St.6

St.

St.

７

St.9

St.10

＊

'･Rldla， ｌｎａｎｍｌ（アサリ）

Muscl�as四hosia（ホトトギスガイ）

　　　　　-一一一一

その他の二枚貝

賑足雅ぐGasloropo(

甲殻類(Crustaeea)
-一一　　－

a）

その他

多毛類(Polvchaeta)

二枚貝類(Bivalvia)

Rudital)es　l,hilim,inarum(アサリ)

訂,ar/な｡79｡/,ayfα(ホトトギスガイ)

その他の二枚貝

腹足類((油toro!oda)

甲殻類(Crustacea)

汝の他莉蓮荊 chacla）

二枚貝類(Bival､･ia)

RudilaDes　㎡liliDDillanlm(アサリ)

Ｍ榔dis紬senllosia(ホトトギスガイ)

その他の二枚貝

腹足類((laslor｡poda)

甲殻類(Crustacea)

その他

多毛類(Pol･ ･chaeta）

二枚貝類(Bivalvia)

RI,dilQ1 j尚 ｌｎａｒｌｍｌ（アサリ）

!λ/,むs･c/£s/ag｡/a面（ホトトギスガイ）

その他の二枚貝

腹足類(Gastoror oda）

甲穀類（Crustacea）

その他

多毛類(Polvchaeta)
-
二枚貝類(Bivalvia)

Rudila1 政1 lf尚 llnarllnl（アサリ）

一一

A/むJ'sfαg｡/,･が,l(ホトトギスガイ)

その他の二枚貝

腹足類((lastoro,oda)

甲殻類(Crustacea)

その他

　－は未調査
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２．結果および考察

　表１，２に月別・調査地点別の底生生物の個体数を示した。

　各地点とも多毛類かほとんどを占めているか，St,4は多毛類の他にも二枚貝類，腹足類，甲穀類

といった生物か数多く出現しており，多様性に富んだ生物相になっている。この原因としては水深

かI.7mと浅かったために底層の貧酸素水の影響かなかったこと，底質が砂質であったため生物の生

息に適した粒度であったことなどか考えられる。ただしSt.4のような場所は中海の中では限られた

場所にしかなく，大部分は浚渫等によって距岸数ｍのところから急激に深くなっており，渚のよう

なところはほとんど見当らない。今年度は底質や水質についての調査を行っていないため環境との

因果関係を明らかにすることはできなかったか，漁場機能を回復させるにはSt.4のような生物相の

豊かな場所の底質や水質の現場での観測や，実験室レベルでの環境耐性試験等によって生物にとっ

ての好適な生息環境条件を明らかにする必要かある。

　今後はより沿岸の浅い水域の底生生物および植物の分布状況について詳細な調査を実施しなから，

底生生物にとっての適正な生息環境を把握する一方で，それらの生物による水質の環境浄化機能に

ついても調査していく必要かある。
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